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国税局　年頭あいさつ

　令和二年の年頭に当たり、公益社団法人伊勢法人会の皆様に謹んで新年の御挨拶を申し上げます。
　会員の皆様には、平素から税務行政につきまして深い御理解と格別の御協力を賜り、厚く御礼申
し上げます。
　昨年より、新たな「令和」の時代が始まりました。
　新しく迎える年が「令和」の出典である万葉集の締めの句「新しき年の初（始）めの初春の今日
降る雪のいや重（し）け吉事」のように、良い事が積もり、会員の皆様にとって希望の多い充実し
た年となりますことを祈念いたしますとともに、貴法人会が引き続き魅力ある事業活動を展開され、
会員企業と地域社会の発展に一層の貢献をされますことを御期待申し上げます。
　さて、近年、経済社会のＩＣＴ化やグローバル化の進展を背景とした取引形態や決済手段の多様
化など、税務行政を取り巻く環境は大きく変化し、その変化は加速しております。
　このような状況の下、「納税者の自発的な納税義務の履行を適正かつ円滑に実現する」という私
どもに課せられた使命を果たすためには、納税者の皆様へのサービスを充実させるとともに、納税
者の皆様が自発的に納税義務を履行していただけるよう税務コンプライアンスの向上に取り組む必
要があると考えております。
　貴法人会において作成されております「自主点検チェックシート」及び「自主点検ガイドブック」
は、納税者全体の税務コンプライアンスの維持・向上に資するものであり、国税庁の使命にも合致
することから、更なる普及に向けて後押しをさせていただくこととしておりますので、今後も積極
的な取組をお願いいたします。
　また、昨年10月から消費税率の引上げと同時に、消費税の軽減税率制度が実施されました。
　軽減税率制度の円滑な導入に向けて、法人会の皆様方の御協力を賜りながら制度の周知・広報の
取組を推進してきたところであり、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。
　今後とも、制度の定着に向けアンテナを高くして取り組んでいくこととしておりますので、更な
るお力添えを賜りますようお願い申し上げます。
　さらに、社会保障・税番号（マイナンバー）制度につきましては、同制度の更なる定着に向けて、
ｅ－Ｔａｘの利用促進と併せたマイナンバーカードの取得促進や法人番号の社会的インフラとして
の利活用についての周知・広報にも取り組んでまいります。
　これらの取組を進めていくためには、法人会の皆様のお力添えが不可欠であると考えており、国
税当局といたしましては、今後も法人会の皆様との連絡・協調を密にしながら適切な対応に努めて
まいりますので、一層の御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに当たりまして、公益社団法人伊勢法人会の更なる御発展と、会員の皆様の御健勝並びに事
業のますますの御繁栄を祈念いたしまして、年頭の御挨拶とさせていただきます。
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